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衝撃緩和帽のＳＧ基準 

SG Standard for Shock absorbing caps/hats 

 

１． 基準の目的 

この基準は、衝撃緩和帽の安全性品質及び使用者が誤った使用をしないための必要事項につい

て定め、一般消費者の生命又は身体に対する危害の発生の防止を図ることを目的とする。 

 

２． 適用範囲 

この基準は、衝撃緩和帽について適用する。 

ここでいう衝撃緩和帽とは、日常生活（防災時も含む）における様々な状況での頭部に対する衝撃

を緩和し、怪我・痛みを軽減し、たんこぶ（皮下血種）又は裂傷等を防止するために着用する帽子を

いう。ただし、第３項の種類で定義するＨ型は、硬い静止物や樹木等の突起物への衝突時の衝撃緩和

も含むものとする。 

 

なお、交通事故などを含めたすべての衝撃から頭部を守るものではなく、ヘルメットに比べると衝

撃吸収性能は大きくない。例えば、頭がい骨骨折・脳損傷・脳振盪等を軽減したり防いだりするもの

ではない。また、落下物や投下物に対する保護も適用範囲外とする。 

 

３． 種類 

衝撃緩和帽の用途の種類は次のとおりとする。 

呼称 対象年齢 主な用途 

Ａ型 
1～6歳 

（1歳以上の未就学児用） 

通園用、体育用、遊び場・イベント会場用 

Ｂ型 
6～12歳 

（小学生用） 

通学用、体育用、遊び場・イベント会場用 

Ｃ型 
13歳以上 

（中学生以上用） 

軽作業用（*1） 

Ｈ型 
年齢は問わない 

 

軽作業用（*1）、キャンプ用、レジャー用、ハイキング

用 

（*1）軽作業用：家庭での物品移動、庭仕事、大掃除、DIY等で使用 
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衝撃緩和帽の形状の種類は次のとおりとする。参考付図参照 

形 状 内  容 

キャップ型 
前側にツバの付いた帽子（衝撃緩和材が脱着できるものを含む） 

 

ハット型 
周りにヒサシの付いた帽子（衝撃緩和材が脱着できるものを含む） 

 

インナーキャップ型 
外側に被せるアウターキャップ（ハットも含む）の中に入れて使用

するもの 

 

衝撃緩和帽の保護範囲の種類は次のとおりとする。参考付図参照 

保護範囲（*2） 内  容 

全部保護型 
衝撃緩和材が、衝撃緩和帽の耳介の付け根より上部をすべて覆って

いるもの（頭周部＋頭頂部全体） 

頭周部保護型 
衝撃緩和材が、衝撃緩和帽の耳介の付け根より上部の特定範囲まで

を覆っているが、それより上部を覆っていないもの（頭周部のみ） 

（*2）保護範囲：衝撃緩和帽により守るべき範囲。衝撃緩和材等が入っている箇所をいう。 

 

４． 安全性品質 

衝撃緩和帽の安全性品質は、次のとおりとする。 

項 目 基    準 基 準 確 認 方 法 

１．構成 

 

 

 

 

２．外観及び構

造 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．衝撃緩和帽は、帽子生地、

衝撃緩和材等から構成され

ていること。 

 

 

２．外観及び構造は、次のと

おりとする。 

(1) 仕上げは良好で、手

指・頭部等が触れる部分

には傷害を与えるよう

な鋭い角部、ばり、とが

り等がないこと。 

 (2) 外部に現れるボタン

等があるものにあって

は著しく突出していな

いこと。 

 (3)各部の縫製等は確実

で、緩み等がないこと。 
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項 目 基    準 基 準 確 認 方 法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．衝撃緩和性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4)着用者の頭部によくな

じむ構造であること。 

 

 

 

(5)頭囲を調整できるもの

にあっては、確実に固定

でき、使用中容易に外れ

たり、長さが勝手に変わ

ったりしない構造であ

ること。 

 (6)バックルがあるもの

にあっては、意図せず開

放しない構造であるこ

と。 

(7)洗濯できるものにあっ

ては、洗濯により型崩れ

や衝撃緩和材の位置が

偏ったりしないこと。 

(8)衝撃緩和帽の耳介の付

け根より上部の全部又

は頭周部を帽子生地又

は衝撃緩和材が覆って

いること。ただし､通気

性のないものにあって

は、適度に通気孔が設け

られていること。 

 

３．衝撃緩和性は、次のとお

りとする。 

 

 

 

 

 

 

 

（1）Ａ型、Ｂ型、及びＣ型に
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項 目 基    準 基 準 確 認 方 法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あっては、衝撃緩和性試

験にて、○㎏のストライ

カーを落下させたときの

衝撃力の最大値は表１に

従うものとする。 

また、試験後に使用上

支障のある破損等がない

こと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）Ｈ型にあっては、衝撃緩

和性試験にて、○㎏のストラ

イカーを落下させたときの

衝撃荷重は○kN以下とする。 

また、試験後に使用上支障の

ある破損等がないこと。 
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項 目 基    準 基 準 確 認 方 法 

 

 

 

 

４.耐貫通性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．材料 

 

 

 

 

４.Ｈ型にあっては、耐貫通

性試験にて、ストライカーの

先端が人頭模型に接触しな

いこと。 

また、試験後に人頭模型のア

ルミキャップ等に著しい変

形等がないこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

衝撃緩和帽の材料は、次

のとおりとする。 

皮膚に接触する部分の材

料は、有害な影響を与えるお
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項 目 基    準 基 準 確 認 方 法 

それがないものであること。 

対象：帽子生地及び衝撃緩和

材 

 

５． 表示及び取扱説明書 

衝撃緩和帽の表示及び取扱説明書は、次のとおりとする。 

項 目 基  準 基 準 確 認 方 法 

１．表示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．取扱説明書 

 

 

 

 

１．製品には、容易に消えない方法で、次の事

項を表示すること。ただし、その製品に該当

しない事項については表示しなくてもよ

い。 

(1)申請者の名称又はその略号 

(2)製造年月若しくは輸入年月又はその略

号 

(3)洗濯に関する注意点 

(4)頭によく合った衝撃緩和帽を着用すべ

きという旨。 

(5)緩衝材の材質 

(6)サイズ 

(7)繊維の組成 

(8) 品目名（衝撃緩和帽である旨）、用途及

び保護範囲  

 

 

 

 

 

 

 

 (9) インナーキャップ型にあっては外側に

被せるアウターキャップ候補を指定してお

り、その中から選択して使用する旨 

 

２．製品には次に示す趣旨の取扱説明書を添

付すること。ただし、その製品に該当しな

い注意事項については明示しなくてもよ

い。 

なお、一般消費者が容易に理解できるよう
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項 目 基  準 基 準 確 認 方 法 

 

 

 

 

必要に応じて、図で明示すること。 

(1) 表示及び取扱説明書は、必ず読み、それ

を守り、取り扱うこと。 

(2) 小学生以下には、上記(1)について保護

者・指導者等が守らせたり、注意したり

すること。 

(3)取扱説明書は、読んだ後は保管するこ

と。ただし、以下の該当する各項を製品

に容易に消えない方法により表示してあ

るものにあっては、本項を省略してもよ

い。 

(4)使用上の注意 

①衝撃緩和帽が頭によく合った着用であ

ることを確認する旨 

②衝撃緩和帽の用途以外の使い方をしな

い旨 

③衝撃緩和帽を加工したり、改造したり

しない旨 

④本体に表示してあるものは、故意に剥

がしたり切り取ったり隠したりしない

旨 

⑤使用前に衝撃緩和帽に異常がないこと

を確認すること。なお、異常が確認さ

れた場合は直ちに使用を中止し、必要

に応じて製造者や販売者等にすみやか

に連絡をとり、交換等の適切な処理を

行う旨 

⑥インナーキャップ型にあっては外側に

被せるアウターキャップ候補を指定し

ており、その中から選択して使用する

記載があることを確認する旨 

⑦衝撃緩和帽はすべての衝撃から頭部を

守るものではない旨 
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項 目 基  準 基 準 確 認 方 法 

 

 

 

 

（5）ＳＧマーク制度は、衝撃緩和帽の欠陥

によって発生した人身事故に対する補

償制度である旨。 

（6）製造業者、輸入業者又は販売業者の名

称。その住所及び電話番号 
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参考付図 

 

■衝撃緩和帽の形状とパーツ名称（サンプル例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           キャップ型                   ハット型 

 

 

 

 

 

 

 

         インナーキャップ型：外側に被せるアウターキャップの中に入れて使用するもの 

 

 

 

■衝撃緩和帽の保護範囲 （斜線部に衝撃緩和材等が入っているもの） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全部保護型 頭周部保護型 

天ボタン 

クラウン：頭に

かぶる部分 

ツバ：ひさし・バイ

ザーともいう 


